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日
本
共
産
党
・
金
子
卓
議
員
の
一
般
質
問
は

３
月
１
９
日
（
火
）
の
３
番
目
で
す

今
議
会
は
８

人
が
一
般

質
問
を
お
こ
な
い
ま
す
（
１
８
日
４
人
、
１
９

日
４
人
）
。

■
日
本
共

産
党

の
堀

江
鶴
治

議
員

は
１
８

日
（
火
）
の
３
番

目
で
す

�金金金金子子子子 卓卓卓卓 議議議議員員員員のののの一一一一般般般般質質質質問問問問項項項項目目目目

１、地域防災計画について

（１）地域防災計画の策定と県への提出

（２）地域防災計画の６、原子力災害対策計画

２、道の駅整備事業について

（１）道の駅整備事業、新年度のスケジュール

（２）基本計画の策定 ①基本計画策定の方法 ②道

の駅整備、基本計画への提案

３、子ども・子育て支援について

（１）子どもへの医療費助成

（２）子どもの甲状腺検査

（３）小中学生の心臓検診結果

４、国民健康保険について

（１）短期保険証・資格証明書の発行

（２）生活保護者の滞納国保税、生活保護と同等の生

活状態の人の滞納国保税

（３）国民健康保険税の減免

（４）医療費の一部負担金減免等

☆金子すぐる議員のホームページ
http://www.jcp-net.jp/kaneko-s/

労
働
者
の
賃
金
・
労
働
条
件
の
悪
化

は
必
至
で
す
。

ア
メ
リ
カ
は
、
Ｉ
Ｓ
Ｄ
（
投
資
家

対
政
府
紛
争
）
条
項
の
導
入
を
強
く

迫
っ
て
い
ま
す
。
外
国
企
業
が
進
出

先
の
政
府
の
政
策
変
更
で
損
害
を
こ

う
む
っ
た
と
判
断
す
れ
ば
、
国
際
機

関
に
訴
え
て
賠
償
を
請
求
で
き
る
仕

組
み
で
す
。

国
民
の
命
や
社
会
の
安
全
に
か
か

わ
る
ル
ー
ル
の
決
定
権
を
外
国
企
業

に
事
実
上
ゆ
だ
ね
る
こ
と
に
な
り
、
国

の
主
権
が
著
し
く
脅
か
さ
れ
ま
す
。

「
『
聖
域
確
保
』
が
明
確
に
な
っ
た
」

と
安
倍
首
相
は
い
い
ま
す
。
し
か
し
、

こ
れ
は
ゴ
マ
カ
シ
で
す
。

首
脳
会
談
で
は
、
「
す
べ
て
の
品
目
」

を
対
象
に
「
関
税
お
よ
び
非
関
税
障

壁
を
撤
廃
す
る
」
と
い
う
Ｔ
Ｐ
Ｐ
の
原

則
を
確
認
し
て
い
ま
す
。
認
め
ら
れ
た

の
は
、
「
例
外
を
主
張
し
て
も
い
い
」

と
い
う
こ
と
だ
け
で
す
。

交
渉
で
重
要
な
品
目
を
関
税
撤
廃

の
「
例
外
」
と
す
る
保
証
は
な
に
も
あ

り
ま
せ
ん
。

Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
は
、
関
税
以
外
に
も
、

規
制
の
緩
和
、
遺
伝
子
組
み
換
え
表

示
の
撤
廃
、
食
品
添
加
物
や
農
薬
の

残
留
基
準
の
緩
和
な
ど
が
迫
ら
れ
ま

す
。

医
療
…
…
営
利
会
社
の
医
療
へ

の
参
入
、
混
合
診
療
の
解
禁
、
薬
価

決
定
に
米
製
薬
企
業
の
関
与
な
ど
が

迫
ら
れ
、
国
民
皆
保
険
制
度
に
穴
が

あ
け
ら
れ
ま
す
。

公
共

事
業
…
…
地
元
建
設
業
者
へ
の

優
先
発
注
、
学
校
給
食
に
地
場
農
産

物
の
供
給
を
優
先
す
る
自
治
体
な
ど

の
制
度
も
見
直
し
を
迫
ら
れ
か
ね
ま

せ
ん
。

労
働
…
…
解
雇
条
件
な
ど
、
労

働
条
件
の
い
っ
そ
う
の
緩
和
が
迫
ら
れ
、
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サ
ー
ビ
ス
や
投
資
、
食
の
安
全
、
知

的
財
産
権
、
公
共
事
業
な
ど
広
範
な

分
野
が
対
象
で
す
。

自
民
党
も
、
国
民
皆
保
険
制
度
や

食
の
安
全
安
心
を
ま
も
る
、
政
府
調

達
や
金
融
は
わ
が
国
の
特
性
を
踏
ま

え
る
、
な
ど
と
昨
年
の
総
選
挙
で
公

約
し
た
は
ず
で
す
。

日
米
首
脳
会
談
で
は
、
そ
の
点
の

確
認
は
何
も
あ
り
ま
せ
ん
。
明
確
な

公
約
違
反
で
す
。

ア
メ
リ
カ
は
、
日
本
の
Ｔ
Ｐ
Ｐ
参

加
に
当
た
っ
て
、
米
大
企
業
の
身
勝

手
な
要
求
を
山
ほ
ど
突
き
つ
け
て
い
ま

す
。
Ｔ
Ｐ
Ｐ
は
、
国
民
に
は
「
百
害
あ
っ

て
一
利
な
し
」
で
す
。

食
料
…
…
関
税
撤
廃
で
農
業
が

壊
滅
的
な
打
撃
を
受
け
、
食
料
自
給

率
が
１
３
％
に
低
下
し
ま
す
。

食
の
安

全
…
…
牛
肉
の
Ｂ
Ｓ
Ｅ
輸
入

国
民
健
康
保
険
税
率
を
４
月
か
ら

所
得
割
を
８
・
０
％
か
ら
９
・
１
％
と

１
・
１
％
の
引
き
上
げ
、
均
等
割
を
２

万
１
５
０
０
円
か
ら
２
万
４
４
０
０

円
と
２
９
０
０
円
の
引
き
上
げ
、
平

等
割
を
２
万
４
０
０
０
か
ら
２
万
７

０
０
０
円
と
３
０
０
０
円
の
引
き
上

げ
、
平
均
で
１
０
・
９
６
％
の
引
き
上

げ
を
す
る
議
案
が
第
１
回
定
例
議
会

に
提
案
さ
れ
ま
し
た
。

日
本
共
産
党
の
金
子
・
堀
江
両
議

員
は
請
願
書
の
紹
介
議
員
と
な
り
、

２
月
１
９
日
、
３
７
９
人
の
署
名
を

添
え
た
「
国
保
税
の
引
き
上
げ
に
反
対

す
る
請
願
書
」
を
岡
崎
議
長
に
提
出
し

ま
し
た
。

「
全

品
目

の
関

税
撤

廃
」

原
則

を
確

認

（
日

米
首

脳
会

議
）

「
関

税
」
以

外
の
公

約
は

無
視

（
自

民
党

）

農
家

だ
け

の
問

題

で
は
あ
り
ま
せ
ん

国
の
主

権
が
脅

か
さ
れ

る
Ｉ

Ｓ
Ｄ

条
項

の
導

入



を
調
査
し
た
結
果
、
脳
血
管
疾
患

に
よ
る
も
の
が
３
３
％
、
関
節
・
筋

肉
等
に
よ
る
も
の
が
２
０
％
、
骨

粗
し
ょ
う
症
が
８
％
、
心
疾
患
が

６
％
、
糖
尿
病
が
３
％
、
パ
ー
キ

ン
ソ
ン
病
が
２
％
、
腎
臓
病
が
１

％
、
そ
の
他
１
４
％
と
い
う
調
査

結
果
で
し
た
。
介
護
度
の
重
い
要

介
護
４
あ
る
い
は
５
で
は
、
脳
血

管
疾
患
を
原
因
と
す
る
も
の
が
５

２
％
を
占
め
て
い
ま
し
た
。

【
金

子
議

員
】

ぜ
ひ
、
継
続
的

に
調
査
分
析
を
し
て
、
原
因
疾
患

の
中
で
、
予
防
可
能
な
生
活
習
慣

病
関
連
の
予
防
に
力
を
入
れ
て
い

た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

生
活
保
護
経
費
は
医
療
扶
助
が

多
く
を
占
め
て
い
る
と
聞
き
ま
し

た
が
、
生
活
保
護
認
定
に
至
っ
た

原
因
は
ど
の
よ
う
に
分
析
し
て
い
る

の
で
し
ょ
う
か
。
原
因
が
病
気
の
場

合
の
原
因
疾
患
は
ど
の
よ
う
に
な
っ

て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

【
保

健
福

祉
部
長

答
弁

】
生
活

保
護
を
受
給
す
る
に
至
っ
た
事
由

の
う
ち
、
世
帯
主
ま
た
は
家
族
の

傷
病
よ
る
件
数
は
、
平
成
１
８
年

度
が
２
１
件
、
１
９
年
度
が
１
３

件
、
２
０
年
度
が
８
件
、
２
１
年

度
が
４
件
、
２
２
年
度
が
４
件
、

２
３
年
度
が
２
件
で
、
２
４
年
度

は
１
２
月
１
日
現
在
で
６
件
と
な
っ

て
い
ま
す
。
ど
の
よ
う
な
疾
患
で
あ
っ

た
か
は
把
握
し
て
い
ま
せ
ん
。

生
活
扶
助
費
に
占
め
る
医
療
費

の
割
合
は
本
市
で
も
高
く
な
っ
て
い

て
、
こ
の
辺
が
縮
減
で
き
れ
ば
保

護
費
の
額
も
全
体
と
し
て
下
が
る

館
は
大
宮
地
域
に
８
分
館
、
山
方

地
域
に
１
２
分
館
、
条
例
に
基
づ

き
設
置
を
さ
れ
て
い
ま
す
。
分
館

の
活
動
費
は
２
３
年
度
か
ら
市
の

直
接
経
費
と
し
て
予
算
に
計
上
し

事
業
を
お
こ
な
っ
て
い
ま
す
。
予
算

計
上
し
た
費
目
は
、
有
料
道
路
使

用
料
と
ハ
ガ
キ
・
切
手
の
郵
便
料
・

事
務
用
品
・
コ
ピ
ー
代
・
用
紙
代
の

消
耗
品
で
、
子
ど
も
会
等
へ
の
助

成
金
・
運
動
会
等
へ
の
負
担
金
・
祝

い
金
等
の
交
際
費
、
お
茶
代
・
昼

食
代
等
の
食
糧
費
、
旅
費
等
は
計

上
し
て
い
ま
せ
ん
。

こ
の
補
助
金
か
ら
直
接
経
費
へ

予
算
組
み
替
え
を
し
た
際
、
分
館

に
対
し
て
の
説
明
が
不
十
分
で
あ
っ

た
こ
と
、
ま
た
予
算
計
上
に
お
い
て

不
足
し
た
項
目
も
あ
り
、
執
行
に

あ
た
っ
て
困
難
が
生
じ
た
分
館
が

あ
り
ま
し
た
。
今
後
も
直
接
経
費

と
し
て
運
営
し
、
分
館
に
対
し
て
、

内
容
に
つ
い
て
の
説
明
を
お
こ
な
い
、

分
館
の
充
実
と
活
動
内
容
、
執
行

方
法
等
も
見
直
し
を
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

【
金

子
議

員
再

質
問

】
分
館
活

動
補
助
金
は
２
２
年
度
１
８
１
万

５
４
２
３
円
、
２
１
年
度
２
３
４

万
２
０
０
０
円
が
決
算
さ
れ
て
い

ま
す
が
、
２
３
年
度
は
、
分
館
活

動
費
補
助
金
に
対
応
し
た
支
出
は

い
く
ら
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。
た

だ
い
ま
の
答
弁
で
説
明
不
足
だ
っ

た
と
あ
り
ま
し
た
け
れ
ど
、
私
は
そ

れ
だ
け
で
は
な
い
と
感
じ
て
い
ま
す
。

次
に
公
民
館
分
館
の
配
置
で
す

が
、
公
民
館
分
館
の
数
は
５
地
域

に
よ
っ
て
バ
ラ
ン
ス
を
欠
い
た
配
置

と
な
っ
て
い
ま
す
。
な
ぜ
、
放
置
さ

れ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。
当
市
の

公
民
館
活
動
の
基
本
方
針
は
ど
う

な
っ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

昨
年
９
月
の
定
例
議
会
で
教
育

長
は
質
問
に
答
え
て
、
「
公
民
館

運
営
審
議
会
、
あ
る
い
は
社
会
教

育
委
員
会
の
中
で
議
論
を
し
て
お

り
ま
す
。
ま
だ
成
案
と
な
っ
て
お
り

ま
せ
ん
。
教
育
委
員
会
と
し
て
は

誠
意
を
も
っ
て
迅
速
な
対
応
を
し

て
ま
い
り
た
い
」
と
答
弁
し
て
い
ま

す
が
、
こ
の
問
題
は
、
前
の
教
育

長
時
代
か
ら
の
課
題
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
行
革
と
言
っ
て
、
公
民

館
分
館
の
経
費
だ
け
を
問
題
に
し
、

削
減
を
先
行
し
て
し
ま
っ
た
や
り

方
は
問
題
で
す
。

【
教
育

部
長

再
答

弁
】

２
３
年

度
の
支
出
は
２
６
万
３
０
０
０
円

で
す
。

２
点
目
の
配
置
で
す
が
、
分
館

の
基
準
は
小
学
校
区
と
い
う
と
ら

え
方
で
設
置
を
し
て
い
ま
す
。

分
館
の
あ
り
方
、
位
置
等
は
も

う
少
し
時
間
を
か
け
て
検
討
す
る

必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

原
発
ゼ
ロ
を
め
ざ
す
常
陸
大
宮

連
絡
会
は
旗
（
写
真
）
を
つ
く
り
、

ま
た
、
宣
伝
カ
ー
を
走
ら
せ
、
「
東

海
第
２
原
発
の
再
稼
働
阻
止
、
廃

炉
を
求
め
る
署
名
」
を
推
進
し
て
い

ま
す
。

東
海
原
発
の
廃
炉
を
め
ざ
す
県

民
セ
ン
タ
ー
は
、
県
知
事
あ
て
の

署
名
は
既
に
２
７
万
１
５
７
３
筆

に
達
し
て
お
り
、
引
き
続
き
署
名

活
動
を
推
進
し
て
３
０
万
筆
に
し
、

４
月
に
知
事
あ
て
第
６
次
の
署
名

提
出
を
お
こ
な
う
計
画
で
す
。

と
認
識
し
て
い
ま
す
。
平
成
２
３

年
度
の
特
定
健
診
を
受
診
し
た
生

活
保
護
者
は
２
４
０
人
で
す
が
、

そ
の
う
ち
１
９
３
人
が
生
活
習
慣

病
で
し
た
。
血
圧
関
係
が
最
も
多

く
、
１
２
４
名
が
高
血
圧
、
６
５

名
が
高
脂
血
症
、
７
０
名
が
糖
尿

病
、
糖
尿
患
者
の
う
ち
９
名
は
イ

ン
シ
ュ
リ
ン
の
治
療
を
受
け
て
い
る

と
い
う
結
果
と
な
っ
て
い
ま
す
。

【
金

子
議

員
】

今
、
全
国
的
に

い
わ
ゆ
る
生
活
保
護
に
対
す
る
規

制
が
声
高
に
叫
ば
れ
て
い
ま
す
が

予
防
可
能
な
疾
病
を
予
防
す
る
、

生
活
保
護
者
の
生
活
の
質
の
向
上

を
図
っ
て
い
く
こ
と
に
力
を
入
れ
る

べ
き
で
す
。

連絡先 ケータイ

金子卓議員

０９０-１９９４-７６９６

携帯用ホームページ

http://www.jcp.or.jp/i/

多彩な情報をお届けします。
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【
金

子
議

員
】

今
年
８
月
、
県

北
の
日
本
共
産
党
議
員
団
は
新
潟

県
上
越
市
の
健
康
づ
く
り
を
視
察

し
ま
し
た
。

上
越
市
は
介
護
給
付
費
が
毎
年

増
加
、
要
介
護
者
の
重
症
化
傾
向

と
若
年
者
の
介
護
認
定
率
が
高
水

準
で
増
加
し
て
い
る
等
の
改
善
の

た
め
、
ま
ず
、
介
護
給
付
の
実
態

の
把
握
と
分
析
か
ら
ア
プ
ロ
ー
チ
。

介
護
認
定
の
原
因
疾
患
が
血
管
疾

患
、
つ
ま
り
生
活
習
慣
病
に
起
因

す
る
割
合
が
６
９
％
、
血
管
疾
患

と
骨
折
・
関
節
障
害
が
２
６
％
、

骨
折
・
関
節
障
害
が
１
６
％
と
い

う
こ
と
を
調
べ
上
げ
ま
し
た
。

当
市
の
要
介
護
者
の
原
因
疾
患

は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
で
し
ょ

う
か
。

【
保

健
福

祉
部

長
答

弁
】
若
干

古
い
数
値
で
す
が
、
平
成
２
０
年

９
月
現
在
で
医
師
の
意
見
書
を
基

に
調
査
し
た
結
果
が
あ
り
ま
す
。

９
９
３
件
の
医
師
の
意
見
書
の

中
か
ら
、
要
介
護
者
の
原
因
疾
患

【
金
子

議
員

】
公
民
館
分
館
事

業
に
要
す
る
経
費
に
つ
い
て
は
、
平

成
２
３
年
度
か
ら
分
館
活
動
費
補

助
金
を
廃
止
し
、
教
育
費
の
公
民

館
事
業
予
算
か
ら
の
支
出
と
な
り

ま
し
た
。
手
続
き
が
必
要
な
こ
と

か
ら
、
即
座
の
対
応
が
で
き
な
い

な
ど
不
満
の
声
を
多
く
聞
い
て
い

ま
す
。
前
の
方
式
に
見
直
す
べ
き
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

【
教
育

部
長

答
弁

】
公
民
館
分

１
２
月
議
会
の
一
般
質
問
は
、
こ

れ
ま
で
「
議
会
広
報
」
で
道
の
駅
の
整

備
、
「
市
議
会
報
告
」
で
公
共
交
通
の

見
直
し
を
報
告
し
ま
し
た
。

未
報
告
の
質
問
内
容
を
報
告
し
ま

す
。

日
本
共
産
党
の
金
子
・
堀
江
両

議
員
は
２
月
２
６
日
、
２
３
日

ま
で
に
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を

締
め
切
っ
た
「
市
地
域
防
災
計
画

〔
改
定
案
〕
」
へ
の
意
見
書
を
市

防
災
会
議
会
長
で
あ
る
三
次
市

長
あ
て
に
提
出
し
ま
し
た
。


